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第１号では、算数・数学を指導していく上で重

要なポイントを４つ挙げました。 

今回は、そのうちのポイント１「育成する資質・

能力を明確化する」ことについて、掘り下げてい

きます。 

 

ポイント１ 育成する資質・能力を明確化する 

授業の目的は、すべての子どもに必要な資質・

能力を育成することです。学習指導要領解説には、

中学校数学科の目標が次のように書かれており、

これらが算数・数学科で育成すべき資質・能力と

なります。 

 「各学年の目標及び内容」には、領域「Ａ数と

計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｃ変化と関係」「Ｄデ

ータと活用」ごとに、指導すべき事項や留意事項、

系統性等について丁寧に書かれています。授業を

進めるに当たっては、学習指導要領解説の内容を

理解した上で指導することがとても重要です。 

また、児童生徒に育成すべき資質・能力を身に

付けさせるためには、１単位時間だけでなく、単

元などの内容のまとまりごとにどのような数学

的な見方・考え方を働かせ、資質・能力を育成し

ていくのかを考えることが大切です。 

 右側の【算数科 事例４】は、文部科学省国立教

育政策研究所教育課程研究センター「『指導と評

価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」

（小学校算数）の 78・79 ページから抜粋したも

のです。単元を学習した後に、どのような資質・

能力を身に付けさせるのかをイメージして指導・

評価することが大切です。 

 

【算数科 事例４】「Ｄ データの活用」の評価 

１ 単元の目標 

２ 単元の評価規準 

３ 指導と評価の計画（10 時間） 

※ 指導に生かす評価を行う代表的な機会に

ついては「・」を、その中で特に学級全員の児

童の学習状況について、総括の資料にするため

に記録に残す評価を行う機会には「○」を付け

ている。 

また、学習の系統性を踏まえた上で指導するた

めには、小・中学校の先生方は互いの教科書に目

を通し、子どもたちがどのような内容をどのよう

に学んでいるのかを知ることも大切です。 



今回は小学校算数の「虫食い筆算（かけ算）」の問題です。 

授業や週末課題などの家庭学習に、積極的に取り入れて

みてください。 

 筋道立てて考えることで、次々に解決できる楽しさを味

わえる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答例】 

 

 

 

 

 

 

 


